
11 12

第23回 血圧管理研究会一般演題1

一般化大動脈一般化大動脈‐橈骨動脈圧伝達関数（GTF）法による中心血圧推定に橈骨動脈圧伝達関数（GTF）法による中心血圧推定に

おける人種差補正の効果おける人種差補正の効果
Effects of Racial Difference Compensation on Central Blood Pressure Estimation Based on 
a Generalized Aorto-Radial Pressure Transfer Function (GTF)

○宮下 洋 1,2、 河野 知記 3、 星野 史博 3、 勝田 新一郎 4、 苅尾 七臣 2、 島田 和幸 2

1 自治医科大学健診センター、 2 自治医科大学医学部内科学講座循環器内科学部門、

 3 福西会病院循環器内科、 4 福島県立医科大学医学部細胞統合生理学講座

【背景・目的】 【背景・目的】 中心大動脈血圧が高血圧における予後予測能において上腕カフ血圧より優れてい

るとの知見が蓄積されてきてはいるが、日常診療ではその直接測定が困難なため末梢脈波からの

推定精度が問題となる。一般化圧伝達関数（Generalized aorto-radial pressure Transfer Function ; 

GTF）による推定法が標準と見なされているが、欧米人での実測データに基づく標準GTF（S_GTF）

をそのまま日本人に適用する場合の人種差バイアスに関しては十分な検討がなされていない。本研

究では、これまでの日本版GTF（J_GTF）の検討で得られたS_GTFとの差を人種差と考え、これを補

正した日本人仕様GTF（GTFj）による中心推定精度改善効果を検討した。

【方法】 【方法】 心臓カテーテル患者20名の直接大動脈圧波形（PAo : PressureWire）と橈骨動脈トノメトリ

波形（PRa : HEM-9000AI）の同時記録から得たPAo→PRaの圧伝達関数を平均し、J_GTFとした。S_

GTFは、SphygmoCorより実測同定した。両GTFの比較（第11回臨床血圧脈波研究会で発表）に

基づき、S_GTFの周波数re-scalingにより日本版GTFとの差を最小化するGTFjを決めた。これを用

いて、上記20名の心臓カテーテル患者の実測PAoとPRaの同時記録データで、中心血圧cSBP/cDBP

およびPAo波形推定精度をS_GTFと比較した。

【結果】 【結果】 周波数scale factor=×1.2で両GTFの差が最小化され、GTFjを決めることができた。GTFjは、

S_GTFよりcSBP （直接法との誤差 : -2.2±3.5 vs. -5.5±4.0 mmHg, p<0.001）およびcDBP （2.3±

0.8 vs. 2.8±0.9 mmHg, p<0.001）の推定誤差を有意に縮小したが、PAo波形全体の推定精度改善

（誤差のRMS : 3.2±1.4 vs. 3.6±1.8 mmHg, p<0.05）はわずかで、実測-推定波形間の相関係数

（r : 0.984±0.015 vs. 0.987±0.011）に有意差はなかった。

【結論】 【結論】 GTFの人種差補正は、日本人における中心血圧値推定の精度改善が期待できるが、大動

脈圧波形の推定精度改善は困難であり、個別化推定の必要性が示唆される。


























